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【FdData 中間期末：中学数学 3 年：平行線】 

 

[三角形と線分の比／平行線にはさまれた線分の比／三角形①／三角形②／ 

平行四辺形・長方形／台形／補助線をひいて平行線をつくる／ 

三角形の角の二等分線と線分の比／中点連結定理：証明問題／長さ・角度の計算／ 

FdData 中間期末製品版のご案内] 

 

[FdData 中間期末ホームページ] 掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧 

※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

数学：[数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

理科：[理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年]  ([Shift]＋左クリック) 

社会：[社会地理]，[社会歴史]，[社会公民]  ([Shift]＋左クリック) 

※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

  

 

 

【】平行線と線分比(基礎) 

【】三角形と線分の比 

[三角形と線分の比①] 

[問題](3 学期)(*) 

次は三角形と比の定理である。[  ]にあてはまるものを 

答えよ。 

AD：AB＝AE：[  ]＝[  ]：[  ] 

[解答欄] 

AD：AB＝AE：[   ]＝[   ]：[   ] 

[ヒント] 

 

 

[解答]AD：AB＝AE：[AC]＝[DE]：[BC] 

http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#suu3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dat/index.html#shakai
http://www.fdtext.com/dat/index.html#rekisi
http://www.fdtext.com/dat/index.html#koumin
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[解説] 

<Point> 

 

 

 

[問題](3 学期)(*) 

 次の xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

DE // BC なので，  48:89: x  

 

[解答] 6x  

[解説] 

DE // BC なので，  48:89: x  

外項の積 12x は，内項の積 89 に等しいので， 

7212 x ， 61272 x  
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[問題](2 学期期末)(*) 

次の(1)～(3)の図形で， x の値を求めよ。 

(1)            (2)            (3) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ (3) x ＝ 

[解答](1) 
7

80
x  (2) 6x  (3) 

5

24
x  

[解説] 

(1) DE // BC なので，  410:1016: x  

外項の積 14x は，内項の積 1016 に等しいので， 

16014 x ，
7

80

14

160
x  

(2) DE // BC なので， 9:3:2 x  

内項の積 3x は外項の積 92 に等しいので， 6,183  xx  

(3) AC // DE なので，  46:68: x  

外項の積 10x は，内項の積 68 に等しいので， 

4810 x ，
5

24

10

48
x   

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

次の図で， xの値をそれぞれ求めよ。 

(1)     (2) 
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[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ 

[解答](1) 4x  (2) 12x  

[解説] 

(1) DE // AC なので，BD：BA＝DE：AC 

  9:62: xx  

外項の積 9x は内項の積   62 x に等しいので， 

  123,1269,269  xxxxx ， 4x  

(2) DE // BC なので，AD：AB＝DE：BC 

  15:518:18  x ，   3:118:18  x  

外項の積   318  x は内項の積 118 に等しいので 

  18183  x ， 618  x ， 12,186  xx ， 12x  

 

 

[三角形と線分の比②] 

[問題](3 学期)(*) 

次は三角形と比の定理である。[  ]にあてはまる 

ものを答えよ。 

AD：DB＝[  ]：[  ] 

[解答欄] 

AD：DB＝[   ]：[   ] 

[ヒント] 

  

[解答]AD：DB＝[AE]：[EC] 

[解説] 

<Point> 
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[問題](2 学期期末)(*) 

 次の図で xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

DE // BC なので， x:98:12   

 

[解答] 6x  

[解説] 

DE // BC なので， x:98:12   

外項の積 x12 は，内項の積 98 に等しいので， 7212 x ， 61272 x  

 

 

[問題](後期期末)(*) 

 次の図で yx, の値を求めよ。 

(1)     (2) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ y＝ 

[解答](1) x＝12 (2) 6x  
3

70
y  
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[解説] 

(1) PQ // BC なので， x：16＝9：12 

外項の積 12x は内項の積 916 に等しいので， 14412 x ， 1212144 x  

(2) DE // BC なので， 8:12:9 x  

内項の積 12x は，外項の積 89 に等しいので， 

7212 x ， 61272 x  

次に，  812:12:14 y  

内項の積 12y は，外項の積 2014 に等しいので， 

28012 y ，
3

70

12

280
y  

 

 

[三角形と線分の比③] 

[問題](2 学期期末)(*) 

次の図で， xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

[解答] 10x  
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[解説] 

<Point> 

 

AD // BC なので， 3:56: x  

外項の積 3x は，内項の積 56 に等しいので， 303 x ， 10x  

 

 

[問題](後期中間)(*) 

次の図で， xの値を求めよ。 

(1)     (2) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ 

[解答](1) 
2

9
x  (2) 

5

48
x  

[解説] 

(1) DE // BC なので，3： x ＝4：6，3： x ＝2：3 

内項の積 2x は外項の積 33 に等しいので， 92 x ，
2

9
x  

(2) BC // DE なので， 5:124: x  

外項の積 5x は，内項の積 124 に等しいので， 

485 x ，
5

48
x  
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[三角形と線分の比：全般] 

[問題](2 学期期末)(*) 

 次の図の xを求めよ。 

(1)     (2) 

 

 

 

 

 

 

(3)     (4) 

 

 

 

 

 

 

 

(5)     (6) 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ (3) x ＝ 

(4) x＝ (5) x＝ (6) x ＝ 

[解答](1) 4x  (2) x＝6 (3) 
5

24
x  (4) 6x  (5) 

3

20
x  (6) 7x  
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[解説] 

(1) DE // BC なので，  63:312: x  

外項の積 9x は内項の積 312 に等しいので， 369 x ， 4x  

(2) DE // BC なので，   15:1012:12  x ，   3:212:12  x  

内項の積   212  x は外項の積 312 に等しいので， 

  36122  x ， 1812  x ， 6x  

(3) AC // DE なので，  46:68: x  

外項の積 10x は，内項の積 68 に等しいので， 

4810 x ，
5

24

10

48
x  

(4) DE // BC なので， 8:4:3 x  

内項の積 4x は外項の積 83 に等しいので， 244 x ， 6x  

(5) DE // BC なので， 12:108: x  

外項の積 12x は，内項の積 108 に等しいので， 

8012 x ，
3

20

12

80
x  

(6) BC // DE なので， 3:121:,18:621:  xx  

外項の積 3x は内項の積 121 に等しいので， 213 x ， 7x  

 

 

[線分比→平行] 

[問題](3 学期)(*) 

次の文は，三角形と線分の比についての定理である。 

(   )をうめよ。 

△ABC で，辺 AB，AC 上の点を，それぞれ P，Q とする。 

(1) PQ // BC ならば， 

AP：AB＝AQ：( ア )＝PQ：( イ ) 

(2) AP：PB＝AQ：QC ならば，PQ // ( ウ ) 

[解答欄] 

ア イ ウ 

[ヒント] 

AP：AB＝AQ：AC ならば PQ // BC 

AP：PB＝AQ：QC ならば PQ // BC 

 

[解答]ア AC イ BC ウ BC 
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[解説] 

<Point> 

AP：AB＝AQ：AC ならば PQ // BC 

AP：PB＝AQ：QC ならば PQ // BC 

 

 

 

[問題](3 学期)(*) 

次の図で，PQ // BC が成り立つものはどれか。記号で答えよ。 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

例えばアやイの場合，AP：AB＝AQ：AC が成り立てば，PQ // BC が成り立つ。 

 

[解答]イ，エ 

[解説] 

ア 20：28≠15：22 なので，PQ と BC は平行ではない。 

イ 14：7＝20：10 なので，PQ // BC 

ウ 12：18≠15：22 なので，PQ と BC は平行ではない。 

エ 15：18＝20：24 なので，PQ // BC 

 

 

[問題](2 学期期末)(*) 

 右の図において，線分 DE，EF，FD の中から， 

△ABC の辺に平行な線分を選べ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

たとえば，DF と BC が平行かどうかは，AD：DB＝AF：FC が成り立つかどうかを調べれ

ばよい。 
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[解答]線分 EF 

[解説] 

DF と BC が平行かどうかは，AD：DB＝AF：FC が成り立つかどうかを調べればよい。 

AD：DB＝12：15＝4：5，AF：FC＝6：9＝2：3 なので，AD：DB≠AF：FC 

したがって，DF と BC は平行ではない。 

次に，EF と BA が平行かどうかについて， 

CF：FA＝9：6＝3：2，CE：EB＝18：12＝3：2 なので，CF：FA＝CE：EB が成り立つ。 

したがって，EF と BA は平行。 

DE と AC は明らかに平行ではない。 
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【】平行線にはさまれた線分の比 

[平行線にはさまれた線分の比①] 

[問題](2 学期期末)(*) 

 次の図で nml ,, が平行のとき， xの値を求めよ。 

(1)     (2) 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答](1) 9x  (2) 10x  

[解説] 

<Point> 

 

 

(1) nml ,, は平行なので， x:612:8   

外項の積 x8 は，内項の積 612 に等しいので， 728 x  

9x  
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(2) nml ,, は平行なので，   6:65.4:3  x  

内項の積  65.4  x は，外項の積 63 に等しいので， 

  1865.4 x  両辺を 4.5 でわると， 

46x ， 10x  

 

[問題](後期中間)(*) 

 次の図で nml ,, が平行のとき， xの値を求めよ。 

(1)     (2) 

 

 

 

 

 

(3) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1) x＝ (2) x＝ (3) x ＝ 

[ヒント] 

 

[解答](1) x＝7.2 (2) 6x  (3) 15x  

[解説] 
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(1) nml ,, が平行なので，  614:6:4.5 x ， 8:6:4.5 x  

内項の積 6x は外項の積 84.5  に等しいので，  

84.56 x ， 2.7684.5 x  

(2) nml ,, が平行なので，   4:18:33  xx  

内項の積 18x は，外項の積   433  x に等しいので， 

 xx  33418 ， xx 413218  ， 13222 x ， 622132 x  

(3) nml ,, が平行なので，    9:98:820  x  

外項の積  912  x は，内項の積 98 に等しいので， 

  69,72912  xx ， 15x  

 

 

[問題](後期中間)(*) 

次の図で，直線 a，b，c が平行であるとき， yx, の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x  y  

[解答] 10x  
2

7
y  

[解説] 

cba ,, は平行なので， 4:85: x  

外項の積 4x は，内項の積 85 に等しいので， 404 x ， 10x  

次に， y:74:8   

外項の積 y8 は，内項の積 74 に等しいので， 

288 y ，
2

7

8

28
y  
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[問題](3 学期)(*) 

 次の図で nml ,, が平行のとき， xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答] 10x  

[解説] 

<Point> 

 

nml ,, が平行なので， 12:815: x   

外項の積 12x は，内項の積 815 に等しいので， 81512 x ， 12012 x ， 10x  
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[問題](3 学期)(*) 

 次の xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[解答]
9

64
x  

[解説] 

nml //// なので，   xx :168:10   

外項の積 x10 は，内項の積  x 168 と等しいので，  xx  16810  

12818,812810  xxx ，
9

64

18

128
x  

 

[問題](3 学期)(*) 

次の図で，直線 srqp ,,, が平行のとき， yx, の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ y＝ 

[ヒント]  
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[解答]
2

15
x ( 5.7x ) 10y  

[解説] 

<Point> 

 

直線 srqp ,,, が平行なので， 

  8:106:6:5  xy ，   4:56:6:5  xy  

  4:56:5 y で，内項の積は外項の積に等しいので， 

  4565 y ， 46 y ， 10y  

次に， 4:56: x で，外項の積は内項の積に等しいので， 

564 x ，
2

15

4

30
x  

 

[問題](後期中間)(**) 

次の図で，直線 pnml ,,, が平行のとき， yx, の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ y＝ 

[解答] 2x  
5

18
y ( 6.3y ) 

[解説] 

直線 pnml ,,, が平行なので， 8.1::45.1:3 yx   

x:45.1:3  で，外項の積は内項の積に等しいので， 

45.13 x ， 63 x ， 2x  

8.1:5.1:3 y で，内項の積は外項の積に等しいので， 

8.135.1  y ， 5415 y ，
5

18

15

54
y  
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[平行線にはさまれた線分の比②] 

[問題](2 学期期末)(**) 

次の図で，直線 nml ,, が平行のとき， x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答] 4x  

[解説] 

右図のように AC // DH となる補助線を引くのがポイント。 

四角形 ABGD，四角形 ACHD はともに平行四辺形なので， 

BG＝CH＝AD＝2 

よって，GE＝3－2＝1，HF＝5－2 

GE // HF なので，GE：HF＝DE：DF 

 x 2:23:1  

外項の積  x 21 は，内項の積 23 に等しいので， 

62  x ， 4x  
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[問題](3 学期)(**) 

次の図で，直線 nml ,, が平行のとき， x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答] 5x  

[解説] 

右図のように，FH に平行になるように直線 AD をひくと， 

四角形 AEGF，四角形 ADHF はともに平行四辺形になるので，

EG＝DH＝AF＝4 よって，BE＝1，CD＝3 

BE // CD なので，AB：AC＝BE：CD 

よって，2.5：(2.5＋ x )＝1：3 

内項の積   15.2  x は外項の積 35.2  に等しいので， 

2.5＋ x＝2.5×3， x＝7.5－2.5＝5 
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【】平行線と線分比(応用) 

【】三角形① 

[問題](2 学期期末)(***) 

 次の図で AB，CD，EF が平行であるとき， x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答]
5

18
x cm( x＝3.6cm) 

[解説] 

<Point> 三角形の組み合わせを変える 
 

 

△ABE と△DCE で，AB // CD なので， 

BE：EC＝AB：DC＝6：9＝2：3 

よって，BE：BC＝2：(2＋3)＝2：5 

△BEF と△BCD で，EF // CD なので， 

EF：CD＝BE：BC， x ：9＝2：5 

外項の積 x×5 は，内項の積 9×2 に等しいので， 185 x ，
5

18
x  
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[問題](2 学期期末)(***) 

 次の図で，点 P は線分 AD と BC の交点であり，線分 AB，PQ，CD は平行である。 

AB＝8cm，CD＝12cm のとき，線分 PQ の長さを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]
5

24
cm(4.8cm) 

[解説] 

△ABP と△DCP で，AB // CD なので， 

BP：PC＝AB：CD＝8：12＝2：3 

よって，BP：BC＝2：(2＋3)＝2：5 

△BPQ と△BCD で，PQ // CD なので， 

PQ：CD＝BP：BC 

よって，PQ：12＝2：5 

外項の積 PQ×5 は，内項の積 12×2 に等しいので，5PQ＝24，PQ＝
5

24
cm 
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[問題](2 学期期末)(***) 

 次の図で，AB // CD // EF である。このとき， x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答]
3

40
x  

[解説] 

△DEF と△DAB で，EF // AB なので， 

DF：DB＝EF：AB＝5：8 

よって，DF：FB＝5：(8－5)＝5：3 

BF：BD＝3：(3＋5)＝3：8 

△BEF と△BCD で，EF // CD なので， 

EF：CD＝BF：BD 

5： x＝3：8 

内項の積 x×3 は，外項の積 5×8 に等しいので， 403 x ，
3

40
x  

 

 



 23 

[問題](3 学期)(***) 

 次の図で，AB // CD // EF である。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) BF：FD を求めよ。 

(2) xの値を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

 

[解答](1) 2：3 (2) 
5

24
cm(4.8cm) 

[解説] 

(1) △ABE と△DCE で，AB // CD なので平行線の性

質より，BE：EC＝AB：CD＝8：12＝2：3 

△BEF と△BCD で，EF // CD なので平行線の性質よ

り，BF：FD＝BE：EC＝2：3 

(2) △BEF と△BCD で，EF // CD なので平行線の性

質より，EF：CD＝BE：BC＝2：(2＋3) 

ゆえに x：12＝2：5 

外項の積 5x は，内項の積 212 に等しいので， 

245 x  ゆえに，
5

24
x  
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[問題](3 学期)(***) 

 次の図で，AB // EF // CD である。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ED の長さを求めよ。 

(2) EF の長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

 

[解答](1) 28 cm (2) 
5

108
cm(21.6cm) 

[解説] 

(1) △ABE と△CDE で，AB // CD なので， 

BE：ED＝AB：CD，42：ED＝54：36 

42：ED＝3：2 

内項の積 ED×3 は，外項の積 42×2 に等しいので， 

3ED＝84，ED＝84÷3＝28(cm) 

(2) (1)より，BE：ED＝3：2 なので 

BE：BD＝3：(3＋2)＝3：5 

△BDC で，EF // DC なので，EF：CD＝BE：BD よって，EF：36＝3：5 

外項の積 EF×5 は，内項の積 36×3 に等しいので，5EF＝108，EF＝
5

108
cm 
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[問題](入試問題)(***) 

右の図において，AB // CD，AB // EF， 

BG＝GH＝HD，AB＝2cm，CD＝4cm とし， 

EF＝ x cm とする。 xの値を求めよ。 

(沖縄県) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]
3

2
x  

[解説] 

右図のように，AB，CD に平行な補助線 PG，QH

を引く。 

QH：CD＝GH：GD なので，QH：4＝1：2 

2QH＝4，QH＝2(cm) 

PG：AB＝HG：HB なので，PG：2＝1：2， 

PG＝1(cm) 

EF // QH なので， x：2＝GE：GQ 

GE：EQ＝GP：HQ＝1：2 なので GE：GQ＝1：3 

よって， x：2＝1：3， 23 x ，
3

2
x  
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【】三角形② 

[問題](3 学期)(**) 

 次の図で，BC // DE，DC // FE のとき， x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答] 8x  

[解説] 

DE // BC なので，AE：AC＝AD：AB＝12：18＝2：3 

FE // DC なので，AF：AD＝AE：AC 

よって， x：12＝2：3 

外項の積 x×3 は，内項の積 12×2 と等しいので， 

3 x＝24， x＝8 
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[問題](2 学期期末)(***) 

 次の図で，BD：DC＝2：3，AE：ED＝5：3，BF // DG であるとき，FG：AC の値を求

めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]6：25 

[解説] 

BF // DG，BD：DC＝2：3 なので， 

FG：GC＝2：3･･･① 

EF // DG，AE：ED＝5：3 なので， 

AF：FG＝5：3･･･② 

①，②の FG 部分の比を 6 にあわせる。 

①より FG：GC＝2：3＝6：9 

②より AF：FG＝5：3＝10：6 

よって，AF：FG：GC＝10：6：9 

したがって，FG：AC＝6：(10＋6＋9)＝6：25 
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[問題](2 学期期末)(***) 

次の図の△ABC において，AB＝16cm，AD：DB＝3：5，DE // BC，EF // AB， 

FG // CA である。このとき，EF，DG の長さを求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

EF＝ DG＝ 

[ヒント] 

 

 

[解答]EF＝10cm DG＝4cm 

[解説] 

仮定より DE // BC なので，AE：EC＝AD：DB 

仮定より AD：DB＝3：5 なので，AE：EC＝3：5･･･① 

EF // AB なので，EF：AB＝CE：CA， 

よって，EF：16＝5：(5＋3) 

外項の積 EF×8 は，内項の積 16×5 と等しいので， 

8EF＝80，EF＝80÷8＝10cm 

次に，仮定より AB＝16cm，AD：DB＝3：5 なので，AD＝ 6
53

3
16 


 cm･･･② 

仮定より EF // AB なので，BF：FC＝AE：EC 

①より AE：EC＝3：5 なので，BF：FC＝3：5 

仮定より GF // AC なので，BG：GA＝BF：FC よって，BG：GA＝3：5 

AB＝16cm なので，BG＝ 6
53

3
16 


 cm･･･③ 

GD＝AB－AD－BG なので，②，③より，GD＝16－6－6＝4cm 
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[問題](2 学期期末)(***) 

 右の図で，4 点 A，B，C，D は一直線上にあり，

△ABE，△BCF，△CDG はそれぞれ AB，BC，

CD を 1 辺とする正三角形である。また，3 点 E，

F，G は一直線上にあり，H は直線 AB と直線 EF

との交点である。AE＝6cm，AH＝18cm のとき，

線分 CG の長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]
3

8
cm 

[解説] 

△ABE は正三角形なので AB＝6cm 

BH＝18－6＝12cm 

EA // FB なので，FB：EA＝HB：HA 

よって，FB：6＝12：18 

外項の積 FB×18 は，内項の積 6×12 と等しいの

で，18FB＝72，FB＝72÷18＝4cm 

次に，GC // FB なので，GC：FB＝HC：HB 

GC：4＝(12－4)：12，GC：4＝8：12，GC：4＝2：3 

外項の積 GC×3 は，内項の積 4×2 に等しいので，3GC＝8，GC＝
3

8
cm 
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【】平行四辺形・長方形 

[問題](2 学期期末)(**) 

 次の図の四角形 ABCD は長方形で，GE // AB である。 x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]
5

6
cm 

[解説] 

右図で，GF // AB なので，GF：AB＝DG：DA， 

x：3＝4：10 

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

x×10＝3×4，10 x＝12，
5

6

10

12
x (cm) 

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 右の図で，四角形 ABCD は平行四辺形である。 

BC＝10cm，AE＝3cm，EC＝4cm のとき， 

FD の長さを求めよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

 

 

[解答]
2

5
cm 

[解説] 

△EAF と△ECB で，AF // BC なので，AF：BC＝AE：CE 

AF：10＝3：4  

外項の積 AF×4 は，内項の積 10×3 と等しいので，4AF＝30，AF＝
2

15

4

30
 cm 

よって，FD＝AD－AF＝
2

5

2

15
10  cm 

 

 

[問題](3 学期)(***) 

 右の図のような平行四辺形 ABCD がある。BC の延長

上に CE＝2cm となる点 E をとり，AE と BD，CD との

交点をそれぞれ F，G とする。 

(1) 線分 DG の長さを求めよ。 

(2) BF＝12cm のとき，FD の長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

(1)  
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[解答](1) 
3

10
cm (2) 10cm 

[解説] 

(1) AD // CE，AD：CE＝10：2＝5：1 なので， 

DG：GC＝5：1 

DG＝DC×
6

5
＝

3

10

6

5
4  (cm) 

(2) AB：DG＝DC：DG＝(5＋1)：5＝6：5 

AB // DG なので，BF：FD＝AB：DG，12：FD＝6：5 

内項の積 FD×6 は，外項の積 12×5 と等しいので，6FD＝60，FD＝60÷6＝10(cm) 

 

[問題](3 学期)(***) 

 右図の平行四辺形 ABDC において，辺 AC 上に 

AP：PC＝1：1，辺 AB 上に AQ：QB＝2：1 となる点 P，Q

をとり，線分 DP と CQ の交点を R，DB の延長と CQ の延

長の交点を S とする。このとき，次の各問いに答えよ。 

(1) 線分比 CQ：QS を最も簡単な整数の比で表せ。 

(2) 線分比 PR：RD を最も簡単な整数の比で表せ。 

(3) 線分比 CR：RQ を最も簡単な整数の比で表せ。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[ヒント] 

 

[解答](1) 2：1 (2) 1：3 (3) 3：5 

[解説] 

(1) AC // SB，AQ：QB＝2：1 なので，CQ：QS＝2：1 

(2) CP＝ xとおくと，AP：PC＝1：1 なので BD＝AC＝ x2  

AC // SB，AQ：QB＝2：1 なので，SB＝
2

1
AC＝ xx 2

2

1
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SD＝SB＋BD＝ xxx 32   PC // SD なので，PR：RD＝PC：SD＝ 3:13: xx  

(3) CS＝ aとおくと，(1)より CQ＝ a
3

2
，QS＝ a

3

1
  

(2)より PR：RD＝1：3 なので，CR：RS＝1：3， 

CR＝ a
4

1
，RS＝ a

4

3
，RQ＝RS－QS＝ aaa

12

5

3

1

4

3
  

よって，CR：RQ＝ aa
12

5
:

4

1
＝3：5 

 

[問題](2 学期期末)(***) 

 四角形 ABCD は平行四辺形，EC // FG のとき， x を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

[解答]
5

12
x  

[解説] 

BC 上に点 H を AH // FG となるようにとる。 

AE＝HC＝2cm なので GH＝4－2＝2cm 

BG＝7－4＝3cm 

AH // FG なので，BF：BA＝BG：BH 

5:34: x  外項の積 5x は，内項の積 34 に等

しいので， 125 x ，
5

12
x  
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[問題](入試問題)(***) 

右の図のように，平行四辺形 ABCD があり， 

AB＝5cm である。辺 AD 上に点 E を AB＝DE とな

るようにとり，点 E を通り直線 AB に平行な直線と

対角線 AC との交点を F とすると，EF＝2cm であ

った。また，2 点 C，E を通る直線と直線 AB との

交点を G とする。このとき，次の各問いに答えよ。 

(1) AF：FC を最も簡単な整数の比で表せ。 

(2) 線分 AG の長さを求めよ。 

(京都府) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

 

[解答](1) 2：3 (2) 
3

10
cm 

[解説] 

(1) FE // DC なので， 

AF：AC＝FE：CD＝2：5 

よって，AF：FC＝2：(5－2)＝2：3 

(2) FE // AG なので， 

FE：AG＝CF：CA＝3：5 

2：AG＝3：5 

3AG＝10 

AG＝
3

10
(cm) 
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[問題](入試問題)(***) 

右図のように，平行四辺形 ABCD が 

ある。辺 CD の中点を M とし，辺 AB 上に 

AP：PB＝1：8 となるように点 P をとる。 

また，直線 AM と直線 PC の交点を Q， 

直線 AM と直線 BC の交点を R とする。 

このとき，QP：PC を求めよ。 

(和歌山県) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]2：7 

[解説] 

AP：PB：AB＝1：8：(1＋8)＝1：8：9 

平行四辺形の向かいあう辺は等しいので， 

AB＝CD 

また，M は CD の中点なので， 

AP：PB：AB：CD：CM：MD＝1：8：9：9：4.5：4.5 

よって，AP：CM＝1：4.5＝2：9 

AP // CM なので，QP：QC＝AP：CM＝2：9 

QP：QC＝2：9 なので，QP：PC＝2：(9－2)＝2：7 
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【】台形 

[問題](2 学期期末)(**) 

 右の図の四角形 ABCD は AD // BC の台形である。 

BD の中点 E を通る直線が辺 AB，辺 DC と交わる点 

を P，Q とする。PQ // BC がなりたつとき，線分 PQ 

の長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

△DBC で EQ // BC なので，EQ：BC＝DE：DB， 

△BAD で PE // AD なので，PE：AD＝BE：BD 

 

[解答]17 

[解説] 

△DBC で EQ // BC なので，EQ：BC＝DE：DB， 

EQ：24＝1：2 

比の外項の積は内項の積に等しいので，EQ×2＝24×1，EQ＝24÷2＝12･･･① 

同様に，△BAD で PE // AD なので，PE：AD＝BE：BD 

PE：10＝1：2 

比の外項の積は内項の積に等しいので，PE×2＝10×1，PE＝10÷2＝5･･･② 

①，②より，PQ＝PE＋EQ＝5＋12＝17 

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 右の図において，AD，PQ，BC は平行である。 

AP：PB＝2：3 であるとき，線分 PQ の長さを 

求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答]
5

38
cm 

[解説] 

△BAD で，PE // AD なので，PE：AD＝BP：BA 

PE：6＝3：(3＋2)，PE：6＝3：5 

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

PE×5＝6×3，PE＝18÷5＝
5

18
･･･① 

同様に，△DBC で，EQ // BC なので，EQ：BC＝DE：DB 

PE // AD なので，DE：DB＝AP：AB＝2：(2＋3)＝2：5 

よって，EQ：10＝2：5 

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

EQ×5＝10×2，EQ＝20÷5＝4･･･② 

①，②より，PQ＝PE＋EQ＝ 4
5

18
 ＝

5

38
(cm) 

＊(別解) 

右図のように，DC に平行な線分 AE を引く。 

PF // BE なので，PF：BE＝AP：AB＝2：5 

BE＝10－6＝4(cm)なので， 

PF：4＝2：5，5PF＝4×2，PF＝
5

8
(cm) 

よって，PQ＝PF＋FQ＝ 6
5

8
 ＝

5

38
(cm) 

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 次の図で xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 
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[ヒント] 

 

 

[解答] 12x  

[解説] 

AD // BC なので，DR：RB＝AD：BC＝10：15＝2：3 

PR // AD なので，PR：AD＝BR：BD＝3：(3＋2) 

よって，PR：10＝3：5 

外項の積 PR×5 は，内項の積 10×3 と等しいので， 

5PR＝30，PR＝6･･･① 

次に，RQ // BC なので，RQ：BC＝DR：DB  

RQ：15＝2：(2＋3) 

外項の積 RQ×5 は，内項の積 15×2 と等しいので， 

5RQ＝30，RQ＝6･･･② 

①，②より， x＝PR＋RQ＝6＋6＝12 

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 次の図で xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 
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[ヒント] 

AF：FC＝1：1，DE：EB＝1：1 なので，EF // BC 

△CAD で，FG：AD＝CF：CA＝1：2， 

FG：6＝1：2→この式から FG を求める。 

同様にして，EG を求める。 

 

[解答] 2x  

[解説] 

AF：FC＝1：1，DE：EB＝1：1 なので，EF // BC 

△CAD で，FG：AD＝CF：CA＝1：2，FG：6＝1：2 

外項の積は，内項の積と等しいので， 

FG×2＝6×1 よって FG＝6÷2＝3 

また，△DBC で，EG：BC＝DE：DB＝1：2 

EG：BC＝1：2 で BC＝10 なので，EG：10＝1：2 

外項の積は，内項の積と等しいので， 

2EG＝10×1，EG＝10÷2＝5， x＝EG－FG＝5－3＝2 

 

 

[問題](3 学期)(**) 

右の図は，AD // BC の台形 ABCD で，辺 AB，CD の 

中点を E，F とし，EF と BD，AC との交点をそれぞれ 

P，Q とする。このとき，PQ の長さを ba, で表せ。 

ただし， ba  とする。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答] ab
2

1

2

1
 (cm) 
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[解説] 

E，F は，それぞれ辺 AB，CD の中点なので，平行線の性質

より EF は AD と BC に平行である。 

△BAD で，E は BA の中点で，EP // AD なので， 

EP＝
2

1
AD＝ a

2

1
 

△ABC で，同様にして，EQ＝ b
2

1
 

よって，PQ＝EQ－EP＝ ab
2

1

2

1
 (cm) 
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【】補助線をひいて平行線をつくる 

[問題](2 学期期末)(****) 

 右図は，1 辺の長さが 10cm の正方形 ABCD である。点 E 

は辺 AD 上にあり，AE：ED＝3：2 である。また，点 F は辺 

CD の中点である。線分 AF と線分 BE の交点を G とすると 

き，AG：GF を整数の比で答えよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]6：7 

[解説] 

右図のように，F を通って AD に平行な線を引く。 

与えられた条件より，各線分の長さは右図のようになる。 

IH // AE なので，IH：AE＝BI：BA＝5：10＝1：2 

AE＝6cm なので，IH＝6÷2＝3(cm)になる。 

よって，HF＝10－3＝7(cm) 

AE // HF なので，AG：GF＝AE：HF＝6：7 

 

 

[問題](2 学期期末)(****) 

 右の図のように，平行四辺形 ABCD の辺 BC を 

1：3 に分ける点を P，辺 CD を 1：2 に分ける点を 

Q，線分 DP と線分 AQ の交点を R とする。BC＝4cm 

とするとき，AR：RQ を求めよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

 

 

[解答]2：1 

[解説] 

Q を通って BC に平行な直線をひき，PD との交点を S

とすると， 

BC＝4cm，BP：PC＝1：3 なので PC＝3cm 

SQ：PC＝DQ：DC＝2：(2＋1)＝2：3 

よって，SQ：3＝2：3，SQ＝2cm 

また，AD // SQ なので， 

AR：RQ＝AD：SQ＝4：2＝2：1 

 

 

[問題](3 学期)(****) 

 右の図で，四角形 ABCD は平行四辺形で，点 M，N は， 

辺 BC，CD の中点である。AM，AC と BN の交点を 

E，F とする。このとき，BE：EN の値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]2：3 
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[解説] 

右図のように MP // CN となるように補助線 MP を

引く。M は BC の中点で MP // CN なので，中点連

結定理より，PM：CN＝1：2 

また，N は CD の中点なので，CN：CD＝1：2 

よって，PM：CD＝1：4 

また，AB＝CD なので，PM：AB＝1：4 

AB // PM で PM：AB＝1：4 なので，EP：BE＝1：4 

よって，EP＝ aとおくと，BE＝ a4 ，BP＝ aaa 54   

ところで，M は BC の中点で MP // CN なので，PN＝BP＝ a5  

よって，EN＝EP＋PN＝ aaa 65   したがって，BE：EN＝ a4 ： a6 ＝2：3 

 

 

[問題](2 学期期末)(****) 

 右の図で，△ABC の中線 AD の中点を E，BE の 

延長と AC の交点を F とするとき，AF：AC の値を求めよ。 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]1：3 

[解説] 

D を通って CA に平行な直線をひき BF との交点を P とする。 

AF // PD，AE：DE＝1：1 なので，AF：PD＝1：1 

DP // CF，BD：BC＝1：2 なので，DP：CF＝1：2 

よって，AF：CF＝1：2， 

AF：AC＝1：(1＋2)＝1：3 
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[問題](2 学期期末)(****) 

 右の図のように，△ABC があり，点 D，E は 

それぞれ辺 AB，AC 上の点で，AD：DB＝1：2， 

AE：EC＝3：1 である。点 F は線分 BE と線分 CD 

との交点である。BE＝12cm であるとき，線分 FE 

の長さは何 cm か。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]
3

4
cm 

[解説] 

D を通って BE に平行な直線を引き，AC との交点を P とする。 

AD：DB＝1：2 なので DP：BE＝AD：AB＝1：3 

よって，DP：12＝1：3 

外項の積 DP×3 は，内項の積 12×1 に等しいので， 

3DP＝12，DP＝4cm 

また，AP：PE＝AD：DB＝1：2･･･① 

AE：EC＝3：1･･･② 

①，②より AP：PE：EC＝1：2：1 

よって，CE：CP＝1：3 

EF // PD なので，EF：PD＝CE：CP 

よって，EF：4＝1：3 

外項の積 EF×3 は，内項の積 4×1 に等しいので，3EF＝4，EF＝
3

4
cm 
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【】三角形の角の二等分線と線分の比 

[問題](2 学期期末)(***) 

 △ABC で，∠A の二等分線と辺 BC との交点を D とすると， 

AB：AC＝BD：DC である。このことを，点 C を通り，AD に 

平行な直線を引き，辺 BA の延長との交点を E として証明せよ。 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答] 

AD // EC なので，∠BAD＝∠AEC (同位角)･･･① 

         ∠CAD＝∠ACE (錯角)･･･② 

仮定より，∠BAD＝∠CAD なので， 

①，②より∠AEC＝∠ACE 

よって，△ACE は二等辺三角形で AC＝AE･･･③ 

また，仮定より AD // EC なので， 

AB：AE＝BD：DC･･･④ 

③，④より，AB：AC＝BD：DC 
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[問題](後期中間)(**) 

次の△ABC で AD は∠BAC の二等分線である。このとき， x を求めよ 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

 

a：b＝c：d 

 

[解答] 6x  

[解説] 

<Point> 角の二等分線と線分の比 

 

 

 

a：b＝c：d 
 

AD は∠BAC の二等分線なので， 4:8:12 x  

内項の積 x8 は外項の積 412 に等しいので， 

488 x ， 6x  

 

[問題](2 学期期末)(**) 

次の△ABC で AD は∠BAC の二等分線である。このとき， x を求めよ 
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[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

AD は∠BAC の二等分線なので， 6:10:15 x  

 

[解答] 9x  

[解説] 

AD は∠BAC の二等分線なので， 6:10:15 x  

内項の積 10x は外項の積 615 に等しいので， 

9010 x ， 9x  

 

 

[問題](後期期末)(**) 

 次の△ABC で AD は∠BAC の二等分線である。このとき， x を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 

[ヒント] 

AD は∠BAC の二等分線なので，8：6＝BD：DC 

 

[解答] 4x  

[解説] 

AD は∠BAC の二等分線なので，8：6＝BD：DC 

DC＝ x7 なので， 

 xx  7:6:8  

内項の積 x6 は外項の積  x 78 に等しいので， 

 xx  786 ， xx 8566  ， 5614 x ， 4x  
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[問題](2 学期期末)(***) 

 右の△ABC で，∠A の二等分線を AD，∠B の 

二等分線を BE とし，AD と BE との交点を F と 

するとき， x， yの値を求めよ。 

[解答欄] 

x＝ y＝ 

[ヒント] 

(1) △ABC で，AD は∠A の二等分線なので，AB：AC＝BD：DC 

(2) △BAD で，BF は∠B の二等分線なので，BA：BD＝AF：FD 

 

[解答] x＝7.5(cm) y＝2(cm) 

[解説] 

(1) △ABC で，AD は∠A の二等分線なので， 

AB：AC＝BD：DC，9：6＝BD：3 

比の内項の積は外項の積に等しいので，BD×6＝9×3，BD＝27÷6＝4.5(cm) 

よって， x＝BD＋DC＝4.5＋3＝7.5(cm) 

(2) △BAD で，BF は∠B の二等分線なので， 

BA：BD＝AF：FD，9：4.5＝4： y  

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

9× y＝4.5×4， y＝18÷9＝2(cm) 

 

 

[問題](2 学期期末)(****) 

右の図のように，AB＝10cm，AD＝6cm， 

∠ABC＜90°である平行四辺形 ABCD において， 

∠DAB の二等分線と辺 BC を C の方へ延長した 

直線との交点を E とする。線分 AE と対角線 BD， 

辺 CD との交点をそれぞれ F，G とする。 

次の各問いに答えよ。 

(1) 線分 AG と線分 GE の長さの比を求めよ。 

(2) GE＝3cm のとき，線分 FG の長さを求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 
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[ヒント] 

 

 

[解答](1) 3：2 (2) 
16

27
cm 

[解説] 

(1) ABCD は平行四辺形なので，BC＝AD＝6(cm) 

AD // BE で，平行線の錯角は等しいので， 

∠BEA＝∠DAE また，仮定より∠BAE＝∠DAE 

よって，∠BEA＝∠BAE となり，△BAE は二等辺三角

形で，BE＝BA＝10(cm) 

よって，CE＝BE－BC＝10－6＝4(cm) 

AD // CE なので，AG：GE＝AD：CE＝6：4＝3：2 

(2) (1)より，AG：GE＝3：2 で，GE＝3(cm)なので， 

AG：3＝3：2，2AG＝9，AG＝
2

9
(cm) 

よって，AE＝AG＋GE＝ 3
2

9
 ＝

2

15
(cm) 

ところで，AD // BE なので， 

AF：FE＝AD：BE＝6：10＝3：5 

よって，AF＝AE×
53

3


＝

8

3

2

15
 ＝

16

45
(cm) 

FG＝AE－AF－GE＝ 3
16

45

2

15
 ＝

16

48

16

45

16

120
 ＝

16

27
(cm) 
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【】中点連結定理 

【】証明問題 

[問題](2 学期期末)(*) 

次の文章中の①～③にあてはまるものを書け。 

右の図で，辺 AB，AC の中点をそれぞれ M，N とすると，

MN // ( ① )，MN＝( ② )BC が成り立つ。 

この定理を( ③ )という。 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① BC ② 
2

1
 ③ 中点連結定理 

[解説] 

<Point> 中点連結定理 

M，N が中点のとき， 

・MN // BC 

・MN＝
2

1
BC 

中点連結定理の証明をしておこう。 

△AMN と△ABC で， 

M は AB の中点なので，AM：AB＝1：2 ･･･① 

N は AC の中点なので，AN：AC＝1：2 ･･･② 

①，②より，AM：AB＝AN：AC ･･･③ 

また，∠A は共通 ･･･④ 

③，④より 2 組の辺の比とその間の角が，それぞれ等しいので， 

△AMN∽△ABC 

相似な図形の対応する角は等しいので，∠AMN＝∠ABC 

同位角が等しいので，MN // BC である。 

また，△AMN と△ABC の相似比は 1：2 なので， 

MN：BC＝1：2 よって，MN＝
2

1
BC 
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[問題](2 学期期末)(***) 

 四角形 ABCD の 4 辺 AB，BC，CD，DA の中点をそれぞれ P，

Q，R，S とするとき，四角形 PQRS が平行四辺形であることを

次のように証明した。空欄に適切な文字や言葉を書き入れよ。(同

じ記号が入ってもよい) 

(証明) 

△ABD において，点 P，S は辺 AB，AD の中点なので， 

(  ア  )定理より， PS＝
2

1
( イ )，PS // ( ウ )･･･① 

同様に，△CBD において 

 QR＝
2

1
( エ )，QR // ( オ )･･･② 

①，②より，PS＝( カ )，PS // ( キ )となり 

(   ク(平行四辺形になる条件)  )ので，四角形 PQRS は平行四辺形である。 

[解答欄] 

ア イ ウ 

エ オ カ 

キ ク 

[ヒント] 

 

 

[解答]ア 中点連結 イ BD ウ BD エ BD オ BD カ QR キ QR 

ク 向かい合う 1 組の辺が平行で等しい 

[解説] 

<Point>中点が 2 つあれば，連結→中点連結定理を利用 

＊平行四辺形になるための条件 

① 向かい合う 2 組の辺がそれぞれ平行(定義) 

② 向かい合う 2 組の辺がそれぞれ等しい 

③ 対角線が互いに他を 2 等分する 

④ 1 組の向かい合う辺が平行で等しい→この問題では④を使う。 
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[問題](3 学期)(***) 

 四角形 ABCD の辺 AB，BC，CD，DA の中点をそれぞれ E，

F，G，H とする。このとき，四角形 EFGH は平行四辺形で

あることを証明せよ。 

 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ヒント] 

 

 

[解答] 

△DAC で，H は DA の中点で，G は DC の中点なので， 

中点連結定理より，HG // AC･･･①，HG＝
2

1
AC･･･② 

同様に，△BAC で，E は BA の中点で，F は BC の中点なので， 

中点連結定理より，EF // AC･･･③，EF＝
2

1
AC･･･④ 

①，③より，HG // EF 

②，④より，HG＝EF 

よって，四角形 EFGH で，1 組の向かい合う辺が平行で等しいので， 

四角形 EFGH は平行四辺形になる。 
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[問題](後期期末)(***) 

右の図の四角形 ABCD において，辺 AD，BC の中点をそ

れぞれ P，Q とし，対角線 AC，BD の中点をそれぞれ R，S

とすると，四角形 PSQR が平行四辺形であることを次のよう

に証明した。ア～エに適語を入れよ。 

(証明) 

( ア )定理より， 

△ABD において，PS // AB，PS＝( イ ) 

△ABC において，( ウ ) // AB，(ウ)＝(イ) 

よって，PS // (ウ)，PS＝(ウ) 

(  エ  )ので，四角形 PSQR は平行四辺形である。 

[解答欄] 

ア イ ウ 

エ 

[解答]ア 中点連結 イ 
2

1
AB ウ RQ エ 1 組の向かい合う辺が平行で等しい 

 

[問題](入試問題)(***) 

右の図のように，△ABC の辺 BC 上に BD：DC＝1：2 

となる点 D をとる。また，線分 AD，辺 AC の中点をそれ 

ぞれ E，F とする。このとき，BE＝DF となることを証明 

せよ。 

(福島県) 

 

[解答欄] 
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[ヒント] 

 

[解答] 

BD＝ aとおくと，仮定より DC＝ a2  

△ADC で，仮定より，E は AD の中点，F は AC の中点な

ので，中点連結定理より， 

 EF // BC，EF＝
2

1
DC＝ a2

2

1
 ＝ a  

よって，EF // BD，EF＝BD＝ a  

1 組の向かい合う辺が平行で等しいので，四角形 EBDF は

平行四辺形である。 

平行四辺形の向かいあう辺は等しいので，BE＝DF となる。 

 

 

[問題](2 学期期末)(***) 

 AB＝CD である四角形 ABCD で，辺 AD，BC，対角線 BD

の中点をそれぞれ P，Q，R とすると，△PQR は二等辺三角

形である。このことを証明せよ。 

 

 

 

[解答欄] 
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[ヒント] 

 

[解答] 

△DAB で，P は AD の中点で，R は BD の中点なので， 

中点連結定理より，PR＝
2

1
AB･･･① 

△BCD で，Q は BC の中点で，R は BD の中点なので， 

中点連結定理より，QR＝
2

1
CD･･･② 

仮定より AB＝CD なので，①，②より，PR＝QR が成り立つ。 

したがって，△PQR は二等辺三角形である。 

 

 

[問題](2 学期期末)(***) 

右の図のような三角形ABCがあり，辺ABの中点をD，

辺 AC の中点を E とする。また，線分 BE と線分 CD と

の交点を F とする。このとき， 

△FBC∽△FED であることを証明せよ。 

 

 

[解答欄] 
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[ヒント] 

 

 

[解答] 

△FBC と△FED で， 

仮定より，点 D，E は，それぞれ辺 AB，AC の中点なので， 

中点連結定理より，DE // BC 

平行線の錯角は等しいので， 

∠FBC＝∠FED ･･･① 

∠FCB＝∠FDE ･･･② 

①，②より，2 組の角が，それぞれ等しいので， 

△FBC∽△FED 
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【】長さ・角度の計算 

[長さの計算] 

[問題](3 学期)(*) 

右の図で，M，N はそれぞれ辺 AB，AC の中点である。

このとき， xの値を求めよ。 

[解答欄] 

x＝ 

[解答] 8x  

[解説] 

中点連結定理より，MN＝
2

1
BC なので， 816

2

1
x  

 

[問題](3 学期)(**) 

 右の図で，M，N はそれぞれ△ABC の辺 AB，AC の 

中点，D，E はそれぞれ線分 MB，NB の中点である。 

BC＝12cm のとき，線分 DE の長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]3cm 

[解説] 

△ABC において，M，N は辺 AB，AC の中点なので，中点連結定理より， 

MN＝
2

1
BC＝ 612

2

1
 (cm) 

次に，△BMN において， 

D，E はそれぞれ線分 BM，BN の中点であるので 

中点連結定理より，DE＝
2

1
MN＝ 36

2

1
 (cm) 



 58 

[問題](入試問題)(**) 

右の図の△ABC において，AB＝4cm とする。 

辺 AB，BC，CA の中点をそれぞれ D，E，F とし， 

△DEF において辺 DE，EF，FD の中点をそれぞ 

れ P，Q，R とする。このとき，PR の長さを求め 

よ。 

(沖縄県) 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]1cm 

[解説] 

△CAB で，中点連結定理より， 

FE＝
2

1
AB＝ 4

2

1
 ＝2(cm) 

△DEF で，中点連結定理より， 

PR＝
2

1
FE＝ 2

2

1
 ＝1(cm) 

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 △ABC で，右の図のように，辺 AB の中点を M， 

辺 BC を 3 等分する点を D，E とし，AE と CM の 

交点を F とする。MD＝4cm であるとき，線分 AF 

の長さを求めよ。 

[解答欄] 
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[ヒント] 

 

 

[解答]6cm 

[解説] 

△BAE において， 

仮定より，M は BA の中点，D は BE の中点なので 

中点連結定理より， 

AE＝2MD＝2×4＝8(cm)，MD // AE 

次に，△CDM において，E が CD の中点で， 

MD // AE なので中点連結定理より，EF＝
2

1
MD＝ 24

2

1
 (cm) 

よって，AF＝AE－EF＝8－2＝6(cm) 

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 次の図で xの値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 
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[ヒント] 

 

 

[解答] 2x  

[解説] 

△AEC において，Dは AEの中点で，F は ACの中点なので，

中点連結定理より， 

EC＝2DF＝ x2 ･･･①，DF // EC･･･② 

次に，△BDF において， 

E は BD の中点で，②より EG // DF なので 

中点連結定理より，EG＝
2

1
DF＝ x

2

1
･･･③ 

EC＝EG＋GC なので①，③より， 3
2

1
2  xx ， 

63,64  xxx ， 2x  

 

 

[問題](2 学期期末)(**) 

 次の図で，BC＝CG，DC // EG のとき， x の値を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

x＝ 
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[ヒント] 

△ADC で，EF // DC なので，EF：DC＝AF：AC＝3：(3＋2) 

 

[解答]
3

14
x  

[解説] 

△ADC で，EF // DC なので， 

EF：DC＝AF：AC＝3：(3＋2) 

よって，2：DC＝3：5 

内項の積 DC×3 は，外項の積 2×5 に等しいので 

3DC＝10，DC＝
3

10
 

△BEG において，C は BG の中点，DC // EG なので，中点連結定理より EG＝2DC 

EG＝ 2x なので，
3

10
22 x ，

3

14
2

3

20
x  

 

 

[問題](3 学期)(**) 

 右の図で，2 点 P，Q はそれぞれ辺 AB，AC 

の中点であり，点 R は 2 つの線分 BQ と CP と 

の交点である。PR＝5m，QR＝4cm のとき， 

BR の長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

2 点 P，Q はそれぞれ辺 AB，AC の中点なので，中点連結定理より， 

PQ // BC，PQ：BC＝1：2 

 

[解答]8cm 

[解説] 

2 点 P，Q はそれぞれ辺 AB，AC の中点なので，中点連結定理より， 

PQ // BC，PQ：BC＝1：2 

PQ // BC なので平行線の性質より，QR：BR＝PQ：BC 

よって，QR：BR＝1：2 で，QR＝4 なので， 

4：BR＝1：2 内項の積は外項の積に等しいので，BR×1＝4×2 よって，BR＝8cm 
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[問題](2 学期期末)(**) 

 右の図のように三角形 ABC がある。辺 AB，AC の 

中点をそれぞれ D，E とし，辺 BC を 2：3 に分ける点 

を F とする。また，線分 CD と線分 EF との交点を G 

とする。CG＝9cm のとき，線分 GD の長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]GD＝
2

15
cm 

[解説] 

仮定より BF：FC＝2：3 なので，BF＝ a2 ，FC＝ a3 と

おくと，BC＝ a5  

次に，DE を結ぶ。 

△ABC において，D は AB の中点，E は AC の中点なの

で中点連結定理より，DE // BC･･･①，DE＝
2

1
BC 

BC＝ a5 なので DE＝ aa 5.25
2

1
  

①より DE // FC なので，平行線の性質より，CG：GD＝CF：DE 

仮定より CG＝9cm なので，9：GD＝ a3 ： a5.2 ，9：GD＝6：5 

内項の積 GD×6 は，外項の積 9×5 に等しいので， 

6GD＝45，GD＝
6

45
＝

2

15
cm 
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[問題](2 学期期末)(***) 

 右の図で，△ABC の辺 AB を 3 等分した点を K，L， 

辺 AC の中点を M とし，直線 KM，BC の交点を P とする。 

このとき，KM：MP の値を求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]1：3 

[解説] 

LC をむすぶ。 

△ACL において，K は AL の中点，M は AC の中点なので

中点連結定理より， 

LC＝2KM，KM // LC･･･① 

△BKP において，L は BK の中点，①より KP // LC なの

で中点連結定理より，KP＝2LC＝4KM 

よって，MP＝KP－KM＝4KM－KM＝3KM 

したがって，KM：MP＝KM：3KM＝1：3 

 

 

[問題](3 学期)(***) 

 図で，点 D，E はそれぞれ辺 BC，CA の中点である。 

また，AD の中点を F，AD と BE との交点を G とする。 

(1) FE：DC を求めよ。 

(2) AG：GD を求めよ。 

 

[解答欄] 

(1) (2) 
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[ヒント] 

 

[解答](1) 1：2 (2) 2：1 

[解説] 

(1) △ADC で E は AC の中点，F は AD の中点なので 

中点連結定理より，FE // DC，FE：DC＝1：2 

(2) (1)より FE：DC＝1：2， 

DC＝BD なので，FE：BD＝1：2 

(1)より FE // BD なので， 

FG：GD＝FE：BD＝1：2 

FG＝ aとおくと，GD＝ a2  

AF＝FD＝FG＋GD＝ aaa 32   

よって，AG＝AF＋FG＝ aaa 43   

したがって，AG：GD＝ 1:22:4 aa  

 

 

[問題](2 学期期末)(***) 

 右の図は，平行四辺形 ABCD で，辺 AB，BC，CD の 

中点を L，M，N とし，LM，AN が対角線 BD と交わる 

点を P，Q としたものである。いま，BD＝12cm とした 

とき，線分 PQ の長さを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 
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[解答]5cm 

[解説] 

N は DC の中点で AB＝DC なので，AB：DN＝2：1 

また，平行四辺形の向かい合う辺は平行なので AB // DN 

平行線の性質より BQ：QD＝2：1 

BD＝12cm なので，QD＝12×
21

1


＝4cm･･･① 

次に，AC をむすび BD との交点を O とする。 

△BAC で，L は BA の中点で，M は BC の中点なので， 

中点連結定理より，LM // AC･･･② 

△BAO で L は BA の中点で，②より LP // AO なので，中点連結定理より，BP＝PO 

O は BD(＝12cm)の中点なので BO＝12÷2＝6cm よって，BP＝6÷2＝3cm･･･③ 

①，③より PQ＝BD－QD－BP＝12－4－3＝5cm 

 

[角度の計算] 

[問題](3 学期)(**) 

 四角形 ABCD で，辺 AB，CD，対角線 AC の中点をそれ 

ぞれ P，Q，R とする。∠BCA＝30°，∠CAD＝60°のとき， 

∠PRQ の大きさを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

[解答]150° 

[解説] 

△ABC において，P は AB の中点，R は AC の中点なので中点

連結定理より，PR // BC 

平行線の錯角は等しいので，∠ARP＝∠ACB＝30°･･･① 

同様に，△CAD において，中点連結定理より RQ // AD 

平行線の錯角は等しいので，∠CRQ＝∠CAD＝60° 

∠ARQ＝180°－∠CRQ＝180°－60°＝120°･･･② 

①，②より∠PRQ＝∠ARP＋∠ARQ＝30°＋120°＝150° 
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[問題](3 学期)(**) 

 右の図の四角形 ABCD において，AB＝CD であり，線分 

AD，BC，BD の中点をそれぞれ E，F，G とする。このとき 

∠GFE の大きさを求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]25° 

[解説] 

△DAB において，E は DA の中点，G は DB の中点なので

中点連結定理より，EG // AB，EG＝
2

1
AB 

同様に，△BCD において，GF // CD，GF＝
2

1
CD 

仮定より AB＝CD なので，EG＝GF よって，△EFG は

二等辺三角形になる。 

∠EGD＝∠ABG＝30°(平行線の同位角は等しい) 

同様に∠BGF＝∠BDC＝80° 

よって，∠DGF＝180°－80°＝100° 

したがって，∠EGF＝30°＋100°＝130° 

△EFG は二等辺三角形なので∠GFE＝
2

130180 
＝25° 
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[問題](3 学期)(**) 

 右の図で，AB＝CD，点 M，N，P が，それぞれ線分 

AD，BC，BD の中点である。また，∠ABD＝20°， 

∠BDC＝60°である。このとき，∠PMN の大きさを 

求めよ。 

[解答欄] 

 

[ヒント] 

 

 

[解答]20° 

[解説] 

仮定より，DM＝MA，DP＝PB なので中点連結定理よ

り，MP // AB･･･①，PM＝
2

1
AB･･･② 

また，BP＝PD，BN＝NC なので中点連結定理より， 

PN // CD･･･③，PN＝
2

1
CD･･･④ 

①より，平行線の同位角は等しいので，∠MPD＝∠ABP＝20° 

③より，平行線の同位角は等しいので，∠BPN＝∠BDC＝60°で， 

∠NPD＝180°－60°＝120° 

よって，∠NPM＝∠NPD＋∠MPD＝120°＋20°＝140°･･･⑤ 

次に，仮定より AB＝CD なので，②，④より，PM＝PN となり，△PMN は二等辺三角形に

なる。よって，∠PMN＝∠PNM･･･⑥ 

⑤，⑥より∠PMN＝(180°－140°)÷2＝20°となる。 
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[問題](2 学期期末)(***) 

 右の図は，五角形 ABCDE に 5 本の対角線をひいたもので

あり，∠ACE＝34°，∠CEB＝42°， 

∠EBD＝30°である。また，点 F は対角線 AC と BD の交点

であり，5 点 P，Q，R，S，T は，それぞれ辺 AB，BC，CD，

DE，EA の中点である。次の各問いに答えよ。 

(1) ∠AFD の大きさを求めよ。 

(2) 5 本の対角線の長さの和が 

AC＋CE＋EB＋BD＋DA＝36cm 

のとき，5 点 P，Q，R，S，T を結んでできる。五角形 PQRST の周の長さ 

PQ＋QR＋RS＋ST＋TP を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[ヒント] 

 

 

[解答](1) 106° (2) 18cm 

[解説] 

(1) 三角形の 2 つの内角の和は他の外角に等しい。 

△CEG に注目すると， 

∠AGE＝∠GCE＋∠GEC＝34°＋42°＝76° 

対頂角は等しいので∠BGF＝∠AGE＝76° 

△BFG に注目すると， 

∠AFD＝∠FBG＋∠BGF＝30°＋76°＝106° 
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(2) △BAC について，P，Q はそれぞれ辺 BA，BC の中点

なので，中点連結定理より PQ＝
2

1
AC 

同様に，QR＝
2

1
BD，RS＝

2

1
CE，ST＝

2

1
DA， 

TP＝
2

1
EB 

よって，PQ＋QR＋RS＋ST＋TP 

＝
2

1
( AC＋BD＋CE＋DA＋EB)＝ 1836

2

1
 cm 
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